2014年度　化学Ⅰ－第2問－問5
【問題】
　ある1種類の物質を溶かした水溶液を，白金電極を用いて電気分解した。電子が0.4mol流れたとき，両極で発生した気体の物質量の総和は0.3molであった。溶かした物質として適当なものを，次の①～⑤のうちから二つ選べ。ただし，解答の順序は問わない。

①　NaOH

②　AgNO3

③　CuSO4
④　H2SO4

⑤　KI
【正解】

①　NaOH
④　H2SO4
【解説】

　電気分解の問題では，それぞれの電極での反応を，反応式で表せることが重要です。電極の素材や水溶液中のイオンなどから，反応式を書けるように練習しておきましょう。
①　陰極：２H2O　＋　２e－　→　H2　＋　２OH－
陽極：４OH－　→　O2　＋　２H2O　＋　４e－
　電子が0.4mol流れたとき，陰極では0.2molの水素が，陽極では0.1molの酸素がそれぞれ発生します。よって，両極で発生した気体の物質量の総和は0.3molです。

②　陰極：Ag＋　＋　e－　→　Ag

陽極：２H2O　→　O2　＋　４H＋　＋　４e－
　電子が0.4mol流れたとき，陰極では0.4molの銀が析出し，陽極では0.1molの酸素が発生します。よって，両極で発生した気体の物質量の総和は0.1molです。

③　陰極：Cu2＋　＋　２e－　→　Cu

陽極：２H2O　→　O2　＋　４H＋　＋　４e－
　電子が0.4mol流れたとき，陰極では0.2molの銅が析出し，陽極では0.1molの酸素が発生します。よって，両極で発生した気体の物質量の総和は0.1molです。

④　陰極：２H＋　＋　２e－　→　H2
陽極：２H2O　→　O2　＋　４H＋　＋　４e－
　電子が0.4mol流れたとき，陰極では0.2molの水素が，陽極では0.1molの酸素がそれぞれ発生します。よって，両極で発生した気体の物質量の総和は0.3molです。

⑤　陰極：２H2O　＋　２e－　→　H2　＋　２OH－
陽極：２I－　→　I2　＋　２e－
　電子が0.4mol流れたとき，陰極では0.2molの水素が発生し，陽極では0.2molのヨウ素が生じます。よって，両極で発生した気体の物質量の総和は0.2molです。
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